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近
松
世
話
物

考

察

の

（
序
）

鈴

木

昇

近
松
の
世
話
物
の
木
質
的
な
も
の
は
何
か
。
そ
の
問
題
を
考
察
す
る
に
首
っ
て
、
こ
こ
で
は
先
ず
そ
の
前
提
と
し
て
、
全
種
に
共
通
し
た
性
質
を
考
え
て
み

ょ
う
と
思
う
。

(
1
>

世
話
物
の
中
に
も
時
代
物
的
要
素
の
強
い
も
の
が
あ
る
。
「
薩
醸
歌
」
「
丹
波
興
作
待
夜
の
小
室
節
」
「
山
崎
興
弐
兵
衛
書
の
門
松
」
等
俗
謡
に
素
材
を
求
め

た
も
の
、
そ
れ
に
準
じ
る
も
の
と
し
て
、
「
淀
鯉
出
世
瀧
徳
し
ゃ
「
タ
霧
阿
波
鳴
渡
」
も
加
え
ら
れ
る
。
叉
、
事
件
は
比
較
的
新
し
い
が
内
容
が
伎
想
的
な
「
長

町
女
腹
切
」
も
そ
れ
に
類
す
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
焦
貼
を
ず
ら
さ
な
い
震
に
一
慮
除
外
す
る
。
叉
「
卯
月
の
潤
色
」
は
「
卯
月
の
紅
葉
」
の
績
篇
で
あ
る

が
、
時
代
物
的
要
素
を
含
む
の
で
こ
れ
も
除
外
す
る
。
た
だ
「
五
十
年
忌
歌
念
悌
し
と
「
大
経
師
昔
暦
」
と
は
ほ
ぼ
西
鶴
の
「
好
色
五
人
女
」
に
沿
っ
て
つ
く

ら
れ
て
い
る
矯
に
題
材
は
古
い
が
そ
の
要
素
が
薄
い
。
故
に
此
の
二
つ
は
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
然
し
、
’
他
の
世
話
物
と
は
一
慮
匝
別
し
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
此
の
様
に
し
て
残
さ
れ
た
作
品
は
十
七
篇
で
あ
る
。
こ
の
中
に
心
中
物
十
篇
、
慮
刑
物
四
篇
、
姦
通
物
三
篇
が
含
ま
れ
て
い
る
。
以
下
此
の
十
七
篇

を
封
象
と
し
て
考
察
を
す
す
め
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

（
註1
）
時
代
物
的
要
素
の
詑
明
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る

第
一
に
、
共
通
の
要
素
と
し
て
結
末
が
主
人
公
の
死
（
若
し
く
は
そ
れ
を
暗
示
す
る
）
に
終
る
と
い
う
こ
と
が
翠
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
此
の
死
に
至
る
理
由

を
も
と
に
分
類
し
て
み
る
と
、
心
中
物
は
大
別
し
て
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
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付
男
の
側
に
死
ぬ
べ
き
理
由
が
あ
っ
て
、
女
が
こ
れ
に
従
う
も
の
。

ω
女
の
側
に
死
ぬ
べ
き
理
由
が
あ
っ
て
、
男
が
こ
れ
に
従
う
も
の
。

同
男
女
相
方
に
死
ぬ
べ
き
理
由
の
あ
る
も
の
。

更
に
、
未
婚
男
女
、
遊
女
標
客
、
夫
婦
の
場
合
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
組
合
わ
せ
た
結
果
は
六
通
り
に
な
る
。
夫
婦
の
場
合
は
付
り
を
一
組
と
み
て
、
組

に
な
っ
た
各
ミ
は
そ
の
構
成
が
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
こ
れ
を
的
間
接
の
理
由
、
仲
直
接
の
理
由
、
付
動
機
、
付
敵
役
の
在
在
、
的
傍
系
的
人
物
の
五
貼
か

ら
比
較
す
る
と
左
の
如
く
な
る
。
一
つ
は
他
の
攻
作
若
し
く
は
展
開
で
あ
る
と
云
っ
て
よ
い
。
（
O

の
中
の
数
字
は
上
演
順
序
を
示
し
、
以
下
こ
の
敷
字
を
も

っ
て
作
品
番
掠
と
す
る
。
）

遊
女
擦
客
の
場
合

A
、
男
に
理
由
の
あ
る
も
の
（
①
曾
根
崎
心
中
、
⑫
生
玉
心
中
）

的
、
縁
談
あ
り
①
⑫

刷
、
負
債
を
負
う
⑦
⑬

一鶴一

詐
欺
に
曾
う
①
⑫

無
買
の
罪
（
詮
擁
な
し
）
⑦

川
口
、
は
ず
か
じ
め
、
誹
誘
①

金
を
奪
わ
れ
る
⑫

料
、
あ
り
⑦
⑫

側
、
（
叔
父
）
干
し

父

⑫ 

B

、
男
女
共
に
理
由
の
あ
る
も
の
（
②
心
中
二
枚
給
草
紙
、
⑨
）
心
中
兎
は
氷
の
朔
日
）



刷
、
な
し
②
⑮

例
、
男
l
l

無
賓
の
罪
（
謹
擦
な
し
）
＠

商
人
道
に
反
す
る
行
箆
を
す
る
⑨

（
女
を
停
る
金
の
才
畳
と
〉
の
わ
ず
〕
②
⑤

女
ー
ー
身
受
②
⑨

料
、
勘
首
②
⑨

養
父
の
こ
と
ば
②

料
、
あ
り
②

な
し
③

一総ー

側
、
養
父
②

主
人
⑨

夫
婦
の
場
合

c 

｛
男
に
理
由
の
あ
る
も
の
（
⑮
卯
月
の
紅
葉
）

｛
女
に
理
由
の
あ
る
も
の
（
⑨
心
中
宥
庚
申
）

刷
、
な
し
⑤

男
と
の
約
束
⑫

制
、
離
縁
⑨
⑮
）

無
責
の
罪
（
誼
擦
な
し
）
③

料
、
養
父
の
怒
り
⑤



織
母
の
こ
と
ば
均

伸
、
あ
り
⑨
⑫

肘
、
義
父
③

継
母
。
）

遊
女
標
客
妻
の
場
合

D
、
女
に
理
由
の
あ
る
も
の
（
⑤
心
中
重
井
筒
、
⑮
心
中
天
制
島
）

的
、
妻
子
あ
り
③
⑮

同
、
（
女
の
活
の
金
の
才
畳
と
〉
の
わ
ず
）
③

（
女
を
得
る
金
の
才
畳
と
冶
の
わ
ず
）
崎
一

親
の
災
難
⑤

。／ー－
V暗

身
受
⑮

川
、
兄
の
態
度
③

男
の
こ
と
ぱ
⑮

一
同
一
、
な
し
③
⑮

側
、
兄
夫
婦
③

兄
・
男
⑮

未
婚
男
女
の
場
合

E

、
男
女
共
に
理
由
の
あ
る
も
の
（
⑥
心
中
高
年
草
、
③
今
宮
心
中
）

刷
、
な
し
⑨
③



同
、
男
1
1

寺
の
捉
を
破
る
⑥

計
ら
ず
し
て
主
家
に
迷
惑
を
か
け
る
⑧

女
l
1
1

縁
談
あ
り
⑥
③

料
、
女
の
母
に
表
へ
出
さ
れ
て
立
場
を
失
う
⑥

家
質
の
手
形
を
破
る
⑧

伸
、
な
し
⑥

あ
り
③

肘
、
女
の
雨
親
⑥

主
人
③

一部一

姦
通
物
、
慮
刑
物
の
場
合
も
、
的
罪
吠
、
同
犯
罪
の
間
接
的
理
由
、
け
犯
罪
の
直
接
的
理
由
、
件
犯
罪
の
動
機
、
例
敵
役
の
存
在
、
付
傍
系
的
人
物
の
五
貼

か
ら
比
較
す
る
と
左
の
如
く
に
な
る
。

F

、
姦
通
物
（
④
堀
川
波
鼓
、
⑪
大
純
師
昔
暦
、
⑬
鑓
の
擢
三
重
惟
子
）

的
、
姦
通
⑨
⑪
⑬

伸
、
夫
が
江
戸
詰
⑨
⑬

親
の
災
難
、
盗
印
事
件
⑪

け
、
相
手
の
男
の
誤
解
が
解
け
ず
、
口
止
め
の
矯
（
深
酒
）
⑨

夫
を
い
さ
め
る
局
（
暗
闇
の
間
違
）
⑪

茶
道
博
授
ゆ

料
、
他
人
の
諜
解E
⑮
ゆ



併
、
あ
り
⑨
⑪
⑬

付
、
弟
④

母
⑪

妹
⑬ 

G

、
庵
刑
物
（
⑦
五
十
年
忌
歌
念
仰
、
⑩
冥
会
の
飛
脚
、
⑭
時
多
小
女
郎
波
枕
、
（
加
）
女
殺
泊
地
獄
）

い
、
無
貰
の
一
罪
＠

殺
人
⑦
＠

頂
り
金
使
用
⑩

海
賊
⑭
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料
、
線
談
あ
り
⑦

け

他な
人し
の⑩
作（14;
A 16) 

主
家
ι） 

局
J) 

身
受
⑩
舗
）

借
金
晶
一

（
金
の
才
畳
L

」
＼
－
の
わ
ず
）
⑩
⑮
貧

金
を
奪
わ
れ
る
⑭

判
、
出
来
心
⑦

誹
誘
に
封
す
る
虚
築
⑩

脅
迫
⑭



勘
嘗
⑩

お
吉
の
態
度
崎
一

刷
、
あ
り
⑦
⑩
⑭

戸
i
申
！J「m
w
J

f
1
L
4
1
 

付
、
主
人
・
父
⑦

養
母
・
貰
父
⑩

父
⑭ 

母
・
兄
・
繕
父
（
崎
一

姦
通
物
も
つ
鑓
の
擢
三
重
惟
子
1一
は
「
堀
川
波
鼓
」
の
展
開
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
山
来
る
。
「
大
経
師
白
日
腎
一
が
多
少
異
っ
て
居
る
の
は
、

西
鶴
の
「
好
色
五
人
女
」
に
大
瞳
よ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

筋
の
展
開
を

慮
刑
物
は
同
じ
く
西
鶴
の
先
行
作
品
を
持
つ
「
五
十
年
忌
歌
念
悌
一
を
除
け
ば
、
他
は
す
べ
て
遊
女
と
の
関
係
が
も
と
に
な
っ
て
行
き
が
か
り
上
罪
を
犯
す

と
い
う
貼
で
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
い
廃
刑
物
の
場
合
は
、
そ
の
相
互
関
係
に
於
け
る
よ
り
も
、
寧
ろ
心
中
物
と
の
関
係
に
於
い
て
綜
合
的
な
展
開
が
見
出
さ

れ
る
。
乃
ち
、
「
五
十
年
忌
歌
念
悌
」
は
大
膿E
か
ら
展
開
し
て
い
る
が
、
他
の
三
篇
は
A
B
C

の
各
要
素
に
、
姦
通
物
ゃ
い
嘘
刑
物
相
互
聞
の
要
素
を
加
え
て

展
開
し
て
い
る
。
「
冥
途
の
飛
脚
」
はB
か
ら
出
て
、
D

の
要
素
を
受
け
、
A
の
要
素
も
取
り
入
れ
て
い
る
。
「
博
多
小
女
郎
波
枕
」
はA
か
ら
出
て
B

の
要
素

を
強
く
受
け
、
更
に
「
冥
途
の
飛
脚
一
の
要
素
を
と
り
入
れ
て
い
る
。
「
女
殺
油
地
獄
一
は
B

か
ら
出
て
D
・
F

の
影
響
が
加
わ
っ
て
い
る
等
々
。

以
上
七
つ
の
範
隠
の
原
型
（
⑦
⑦
⑤
⑤
⑥
⑨
⑦
）
を
年
代
順
に
並
べ
て
み
る
と
、
先
ず
最
初
に
こ
の
七
つ
の
型
が
出
来
て
、
そ
の
後
に
そ
れ
ぞ
れ
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。
更
に
原
型
そ
の
も
の
が
、
上
演
さ
れ
た
順
序
に
従
っ
て
、
前
の
作
か
ら
後
の
作
へ
と
展
開
を
み
せ
て
い
る
。
小
川
⑦
⑤
は
無
賓
の
罪
と
、
誰
操
の
な

い
こ
と
と
、
敵
役
の
在
在
と
で
共
通
し
、
⑨
⑨
⑤
に
於
い
て
は
妻
と
い
う
立
場
、
乃
ち
家
庭
が
あ
ら
わ
れ
、
⑥
⑦
の
未
婚
男
女
へ
の
道
を
ひ
ら
い
て
い
る
。

叉
、
姦
通
物
、
槌
刑
物
の
原
型
に
な
る
「
五
十
年
忌
歌
念
悌
」
と
「
堀
川
波
鼓
一
と
は
共
に
近
松
以
前
に
先
行
作
品
が
存
在
し
て
い
る
。
心
中
物
の
曙
矢
、
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一
曾
根
崎
心
中
ー
」
さ
え
も
そ
の
以
前
の
芝
居
上
演
を
云
々
さ
れ
て
い
る
ニ
此
の
様
に
、
近
松
の
場
合
、
常
に
新
し
い
範
院
や
作
品
が
生
れ
る
震
に
は
、
そ
れ
に

先
立
つ
他
の
作
家
、
或
は
白
分
の
作
品
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
も
と
に
、
更
に
新
に
な
要
素
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
近
を
開
い
て
い
る
と
い
う
事
が
、
そ
の
構

成
の
上
に
見
ら
れ
る
と
思
う
。

次
に
共
通
の
要
素
と
し
て
、
男
女
闘
係
が
翠
げ
ら
れ
る
。
此
の
知
か
ら
分
類
し
て
み
る
と
、
先
ず
入
王
胞
が

(I
) 

E
ι
1
1
r

、
〉

L

’
げ
h
M
J
J

イ
？
ト
J
：
－
．
、
〉

4
M
己
1
E
i

－
’
日
目
、
、
、

A
j
I
A
R

、
：
、

1

・

h
i

持
品
C
u
ν宇

H
J
t
yカ
夕
立
日

N
H
H
1
r
H
r
い
1
d
J

一

t
布
川
河
J
j
f
sこ
L

」
ー
刀
日
井
え

l
a

三
仁

(E
) 

夫
婦
が
外
部
的
事
情
に
よ
っ
て
結
婚
を
と
か
れ
る
場
合

の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

（I

）
の
盟
由
の
第
一
は
、
男
女
の
一
方
が
他
に
配
何
者
乃
至
婚
約
者
を
持
つ
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
を
細
分
す
る
と
、

仰
、
男
が
総
談
を
持
つ
場
合
⑦
⑦
⑫

刷
、
女
が
縁
談
を
持
つ
場
合
⑥
⑦
③

料
、
遊
女
が
身
受
さ
れ
る
場
合
②
ぬ
か
⑩
⑮
⑮

一部ー

料
、
男
に
妻
の
あ
る
場
合
⑤
⑮

姦
通
劇
、
乃
ち
「
女
に
夫
の
あ
る
場
合
L

は
、
近
松
に
於
い
て
は
、
相
愛
の
男
女
の
姦
通
と
い
う
よ
り
寧
ろ
一
寸
し
に
拍
子
で
姦
通
し
た
も
の
許
り
で
あ
っ

て
、
女
は
最
後
迄
夫
を
愛
し
結
け
て
居
り
、
問
問
愛
の
悲
劇
と
し
て
み
る
よ
り
は
、
夫
婦
が
そ
い
と
げ
る
事
の
川
来
な
い
家
庭
の
悲
劇
と
し
て
見
る
方
が
首
っ

て
い
る
。
故
に
こ
れ
は
（
E

）
に
含
め
る
べ
き
で
あ
る
ぺ
一
唯
、
一
鎚
の
惟
ゴ
一
重
伸
子
一
の
み
は
、
感
愛
的
要
素
が
八
日
ま
れ
て
い
る
が
、
矢
張
、
外
部
的
出
由
に

よ
っ
て
姦
通
が
成
立
じ
、
夫
を
愛
じ
つ
つ
死
八
で
行
く
と
い
う
範
昨
モ
越
え
て
い
と
い
三
反
封
に
、
同
の
場
合
、
（
1

）
の
長
一
系
を
同
時
に
合
λ

で
い
る
が
、

（I

）
の
方
が
強
く
表
面
に
押
し
山
さ
れ
て
い
る
c

（
此
の
十
字
は
近
松
の
浮
瑠
璃
心
性
立
を
一
不
す
し
」
共
に
、
岱
時
の
世
相
を
矧
わ
し
て
い
る
L

」
ち
云
え
る
C

）
以
上

四
つ
の
類
型
に
は
ず
れ
る
も
の
は
←
女
殺
油
地
獄
」
だ
け
で
あ
る
c

こ
の
作
品
は
、
本
来
な
ら
ば
輿
兵
衛
と
共
に
中
心
に
来
る
筈
の
小
菊
の
存
在
が
皆
の
方
へ



押
し
や
ら
れ
て
い
る
。
小
菊
の
他
に
松
風
と
い
う
女
も
あ
る
。
そ
し
て
二
人
と
も
輿
兵
衛
に
す
が
り
き
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
劃
し
て
傍
系
的
で
あ
る
べ
き
お

吉
が
中
心
に
出
て
来
て
い
る
。
此
の
作
で
、
興
兵
衛
が
お
吉
に
封
し
て
一
不
読
に
な
っ
て
貸
し
て
下
さ
れ
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
鑓
の
樺
三
重

惟
子
L
の
お
さ
ゐ
の
言
葉
を
思
わ
せ
る
。
乃
ち
此
の
作
品
は
、
制
「
女
に
夫
の
あ
る
場
合
」
の
可
能
性
を
考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
可
能
性
で
あ
っ
て
貫
現
は
し
な
い
。
興
兵
衛
の
場
合
は
懸
で
ば
な
い
し
、
お
吉
の
興
兵
衛
に
封
す
る
感
情
も
、
お
さ
ゐ
の
樺
三
に
封
す
る
そ
れ
と
は
全
く

(2
>

遣
う
。
た
だ
そ
こ
に
闘
聯
性
は
見
る
事
が
出
来
る
。

此
の
他
一
五
十
年
忌
歌
念
悌
ー
一
は
的
判
を
共
有
し
て
居
り
、
「
心
中
天
網
島
」
は
り
伺
を
共
有
し
て
い
る
。

（I

）
の
第
二
の
理
由
と
し
て
は
身
分
が
翠
げ
ら
れ
るc

男
の
身
分
は
小
姓
、
手
代
、
弟
子
、
養
子
、
入
婿
、
小
商
人
の
子
弟
等
、
す
べ
て
自
由
の
利
か
な
い

立
場
の
者
が
多
い
。
一
方
女
も
、
遊
女
、
下
女
、
親
が
か
り
の
娘
等
、
自
由
の
利
か
な
い
者
で
あ
る
。
そ
し
て
、
遊
女
の
場
合
は
、
相
手
の
男
の
保
護
者
が
許

さ
な
い
こ
と
と
、
男
に
金
の
な
い
こ
と
と
が
そ
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
娘
の
場
合
に
は
、
男
の
家
柄
や
財
産
が
理
由
に
な
る
。

（E
）
の
方
の
理
由
と
し
て
は
、
第
三
者
の
介
入
が
翠
げ
ら
れ
る
。
細
分
す
る
と

ω
、
夫
の
愛
情
が
他
に
向
っ
た
場
合
⑪
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刷
、
男
や
姑
の
要
求
③
⑮

件
、
姦
通
⑨
⑪
⑬

（I

）
の
付
は
的
が
表
面
的
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
付
は
完
全
に
一
去
の
愛
が
他
へ
向
っ
た
場
合
と
云
い
き
れ
な
い
。
向
一

i

大
経
師
北
口
惇
」
は
（E
）
の
仰
と
り

を
兼
ね
て
い
る
。

そ
こ
で
（
I

）
の
伺
並
び
に
（E
）
の
作
品
を
年
代
順
に
並
べ
て
み
る
と
、
興
味
あ
る
事
買
を
義
見
す
る
c

乃
ち
、
「
心
中
重
井
筒
」
の
お
辰
が
夫
を
か
ば
お
う

と
し
て
間
男
し
た
と
と
が
め
ら
れ
る
嵐
が
あ
る
。
そ
れ
は
姦
通
劇
を
聯
却
さ
せ
る
。
此
の
様
な
関
聯
性
は
「
女
殺
泊
地
獄
」
の
お
古
に
迄
績
い
て
い
る
。
お
古

を
中
心
に
し
て
見
た
場
合
、
此
の
作
品
は
、
（E
）
の
『
夫
婦
が
外
部
的
理
由
に
よ
っ
て
結
婚
を
と
か
れ
る
場
合
」
に
，
局
し
て
い
る
と
云
え
る
。
唯
ミ
其
慮
で

は
、
（
E

）
の
要
素
が
傍
系
化
じ
て
、
他
の
夫
婦
物
に
於
け
る
傍
系
的
人
物
が
主
人
公
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
沿
る
課
で
あ
る
。
此
の
様
に
、
心
中
物
、



犯
罪
物
を
通
じ
て
、
作
品
聞
に
極
め
て
類
型
的
な
内
容
の
つ
な
が
り
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

同
（
註2
）

こ
の
問
題
は
作
品
論
に
於
い
て
と
り
あ
っ
か
う
こ
と
に
す
る

第
三
の
要
素
と
し
て
、
犯
罪
が
翠
げ
ら
れ
る
。
こ
の
鮎
か
ら
分
類
す
る
と

付
無
賓
の
罪
に
よ
る
も
の

A 

b
d

＼
〉
仁
「
る
之
上
司
J
i
u

〉

D
b
h
T
Uわ

J

店
H
H
1ノ

d
r
i
f
l
J
F

一
よ

U

「
、
庁
は
一
d
f
L

け
げ
白
己
の
罪
に
よ
る
も
の

A 

他
人
の
作
震
に
よ
る
も
の
④
⑫

c 
P
H己
の
過
失
に
よ
る
も
の
⑨
⑦
③
⑪

白
己
の
作
局
に
よ
る
も
の
⑤
⑨
⑩
⑬
曾
時
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B 

日
他
人
の
罪
に
よ
る
も
の

災
難
に
よ
る
も
の
③

A B 

作
債
に
よ
る
も
の
⑪

右
の
例
に
は
ず
れ
る
も
の
は
「
心
中
天
網
島
」
と
、
「
心
中
脊
庚
申
」
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
。
叉
、
犯
罪
は
、
姦
通
物
は
女
に
あ
る
が
、
他
は
す
べ
て
男
の
側

に
あ
る
。
例
外
は
「
心
中
重
井
筒
」
だ
け
で
あ
る
。
叉
、
「
堀
川
波
鼓
」
はω
の
A
と

B

を
、
「
五
十
年
忌
歌
念
悌
」
は
け
のA
と
同
の
B

を
、
「
大
経
師
昔
暦
」

は
同
の
B

と
臼
の
B

を
共
有
し
て
い
る
。
（
こ
れ
ら
の
＝
一
篇
は
共
に
、
近
松
以
前
に
先
行
作
品
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
）

と
こ
ろ
が
、
無
賓
の
罪
に
よ
る
も
の
の
中
に
も
、
表
面
的
で
は
な
い
が
主
人
公
自
身
の
犯
罪
、
叉
は
類
似
の
反
一
位
曾
的
行
震
が
含
ま
れ
て
い
る
。
理
由
は
と

も
か
く
と
し
て
、
「
曾
根
崎
心
中
」
の
忠
兵
衛
は
、
他
人
の
預
り
金
を
友
人
に
貸
し
て
居
る
し
、
「
心
中
二
枚
檎
草
紙
」
の
市
郎
右
衛
門
は
、
御
酒
徳
利
の
中
の

金
を
者
服
U

、
「
卯
尽
の
紅
葉
」
の
興
兵
衛
は
蔵
を
破
っ
て
い
る
。
此
の
様
に
見
て
く
る
と
、
例
外
の
「
心
中
重
井
筒
」
の
徳
兵
衛
さ
え
妻
の
判
を
盗
ん
で
い



る
。
そ
れ
が
更
に
「
心
中
高
年
草
」
の
粂
之
助
に
至
る
と
寺
の
提
を
破
り
、
「
心
中
延
は
氷
の
朔
日
」
の
平
兵
衛
は
宿
村
の
註
文
を
受
け
て
、
は
っ
き
り
し
た

犯
罪
性
を
帯
び
て
く
る
。
（
此
の
次
の
作
品
が
慮
刑
物
の
「
冥
迭
の
飛
脚
一
で
あ
る
。
）
叉
、
此
の
分
類
の
項
目
は
け
のA
か
ら
同
の
C

に
か
け
て
、
主
人
公
の

罪
に
封
す
る
責
任
が
衣
第
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
作
品
の
上
演
順
序
が
ほ
Y

項
目
の
順
序
に
従
っ
て
並
ん
で
い
る
。
こ
の
事
は
心
中
物
と
犯
罪
物
と
の

車
な
る
つ
な
が
り
を
示
す
以
上
に
、
全
瞳
に
亙
る
内
容
的
な
展
開
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
弐
に
そ
の
展
開
が
如
何
に
な
さ
れ
て
い
る
か
考
察
し
て
み
る

こ
と
に
す
る
。

世
話
物
の
前
期
と
後
期
と
で
は
其
の
聞
に
は
っ
き
り
し
た
ひ
ら
き
が
あ
る
。
一
藤
正
徳
元
年
⑩
「
冥
途
の
飛
脚
」
以
後
を
後
期
と
し
て
一
用
者
を
比
較
し
て
み

る
と
、
（
此
の
境
界
は
。
厳
重
な
も
の
で
は
な
い
。
③
「
今
宮
心
中
一
か
ら
⑪
「
大
経
師
昔
暦
」
に
至
る
作
品
は
中
間
的
な
性
質
を
持
っ
て
ゐ
る
。
）
各
範
障
の
原

型
が
前
期
の
極
め
て
初
期
に
出
揃
っ
て
了
う
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
前
期
は
殆
ど
心
中
物
が
占
め
て
い
る
。
後
期
は
敷
も
少
い
。
そ
れ
に
封
し
て
、
姦
通
物

や
慮
刑
物
は
、
原
型
の
二
つ
を
の
ぞ
い
て
、
す
べ
て
後
期
に
属
し
て
い
る
。
乃
ち
、
近
松
の
心
中
物
は
敷
の
上
で
は
前
半
期
を
主
瞳
と
し
て
居
り
、
犯
罪
物
は

後
半
期
を
主
瞳
と
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
心
中
は
進
ん
で
死
に
お
も
む
く
も
の
で
あ
る
が
、
慮
刑
は
求
め
ず
し
て
死
が
輿
え
ら
れ
る
。
乃
ち
、
前

期
に
於
い
て
は
自
ら
死
に
向
っ
て
行
く
作
品
が
書
か
れ
、
後
期
に
於
い
て
は
出
来
る
だ
け
死
か
ら
遁
れ
よ
う
と
す
る
作
品
が
書
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
其

の
こ
と
は
心
中
物
及
び
犯
罪
物
の
内
部
に
於
い
て
も
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
前
期
の
慮
刑
物
や
姦
通
物
は
、
二
っ
と
も
主
人
公
が
死
刑
の
直
前
に
自
殺
し
て
い

る
。
刑
を
受
け
る
の
は
す
べ
て
後
期
に
属
し
て
い
る
。
一
方
、
心
中
物
の
中
に
あ
っ
て
も
、
後
期
の
も
の
は
、
前
期
の
そ
れ
に
較
べ
て
生
に
封
す
る
執
着
が
強

(3
>

く
な
る
。
「
曾
根
崎
心
中
」
の
徳
兵
衛
は
申
課
の
震
に
、
「
心
中
重
井
筒
」
の
徳
兵
衛
は
面
白
を
た
て
る
震
に
、
お
房
は
恥
を
見
な
い
矯
に
、
「
卯
月
の
紅
葉
」

の
興
兵
衛
は
言
課
を
見
苦
し
い
事
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
進
ん
で
死
に
向
っ
て
い
る
が
、
「
生
玉
心
中
」
の
嘉
平
次
は
、
親
を
あ
ざ
む
き
、
其
の
親
切
を
利
用
し

て
も
生
活
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
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〈
註3
）

こ
の
貼
に
闘
し
て
は
す
で
に
藤
村
作
博
士
が
指
摘
さ
れ
て
い
る



次
に
後
期
の
作
品
は
、
前
期
の
そ
れ
に
較
べ
て
主
人
公
の
能
動
性
が
表
面
化
し
て
強
く
な
っ
て
い
る
c

初
期
の
一
曾
根
崎
心
中
」
一
心
中
二
枚
捨
草
紙
」
「
心

中
重
井
筒
」
「
卯
月
の
紅
葉
」
「
心
中
高
年
草
」
等
に
於
い
て
は
、
環
境
の
暦
一
迫
が
非
常
に
強
い
。
そ
し
て
、
主
人
公
の
死
が
外
的
な
力
の
犠
牲
と
し
て
も
た

ら
さ
れ
る
と
い
う
色
彩
が
濃
厚
に
穎
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
「
今
宮
心
中
」
の
二
郎
兵
衛
で
は
あ
や
ま
ら
で
は
あ
る
が
詮
文
を
破
っ
て
主
家
に
迷
惑
を
か
け

て
い
る
し
、
更
に
「
心
中
刃
は
氷
の
朔
日
」
の
卒
兵
衛
は
意
識
し
て
あ
や
ま
ち
を
犯
し
て
い
る
。
（
「
女
殺
泊
地
獄
」
の
凶
悪
犯
行
へ
の
道
程
は
こ
〉
に
芽
生
え

て
い
る
と
云
え
る
。
）
此
の
様
に
主
人
公
自
身
の
落
度
と
い
う
事
が
原
因
の
一
つ
と
し
て
現
れ
て
来
る
。
そ
れ
以
前
の
作
品
に
も
落
度
は
あ
る
が
、
勿
論
意
識

的
に
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
と
に
な
っ
て
本
人
が
筑
附
か
ぬ
う
ち
に
罪
の
中
へ
入
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
「
生
玉
心
中
一
の
嘉
平
衣
に
な
る
と
「
曾
根
崎
心

中
一
の
徳
兵
衛
の
様
に
無
賓
の
罪
は
負
っ
て
い
な
い
。
父
親
と
も
封
立
し
て
い
な
い
。
た
だ
彼
と
し
て
、
父
親
に
相
談
に
行
け
ず
に
死
を
決
し
て
い
る
。
つ
ま

り
原
因
が
内
的
な
も
の
に
よ
っ
て
い
る
。
外
部
的
な
堅
迫
や
、
第
三
者
の
作
震
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
心
中
の
理
由
と
い
う
よ
り
は
寧
ろ
動
機
と
な
っ
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
。
そ
れ
が
更
に
「
心
中
天
網
島
」
の
治
兵
衛
で
は
、
小
春
の
死
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
と
、
女
房
が
離
か
れ
、
金
の
才
覚
の
遣
が
断
た
れ
た
こ
と

<4
>

が
あ
る
が
、
直
接
心
中
の
動
機
に
な
っ
て
い
る
の
は
男
の
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
心
中
背
庚
申
」
に
な
る
と
も
っ
と
は
っ
き
り
す
る
。
半
兵
衛
は
治
兵
衛
程
環

境
が
切
迫
し
て
い
な
い
。
彼
は
そ
れ
迄
お
千
代
を
か
く
ま
い
通
し
て
い
る
。
彼
が
其
の
時
お
千
代
と
心
中
す
る
気
持
に
な
っ
た
の
は
姑
の
言
葉
だ
け
で
あ
る
。

其
の
事
は
庭
刑
物
、
姦
通
物
に
も
云
う
こ
と
が
出
来
る
。
ぃ
斑
刑
物
か
ら
考
え
る
と
、
「
五
十
年
忌
歌
念
悌
」
で
は
罪
は
無
貰
で
あ
り
、
勘
十
郎
と
ま
ち
が
え

て
源
十
郎
を
殺
し
た
の
も
、
主
家
の
局
と
云
う
道
徳
的
な
理
由
が
つ
い
て
い
て
、
主
人
公
の
正
賞
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
其
の
傍
ら
非
常
に
環
境
的
な
墜
迫

が
強
い
。
と
こ
ろ
が
一
ー
冥
速
の
飛
脚
」
の
忠
兵
衛
は
、
太
兵
衛
の
一
一
一
一
日
葉
が
、
き
っ
か
け
と
な
っ
て
興
奮
し
た
結
果
で
は
あ
る
が
、
虚
栄
の
局
に
他
人
の
金
を
消
費

し
て
い
る
し
、
叉
「
博
多
小
女
郎
波
枕
一
の
惣
七
は
、
毛
剃
九
右
衛
門
の
脅
迫
に
近
い
勧
誘
が
あ
る
が
、
結
局
は
色
欲
と
弱
さ
と
の
震
に
海
賊
に
加
わ
っ
て

い
る
。
そ
れ
が
「
女
殺
油
地
獄
」
の
興
兵
衛
に
一
唱
す
で
」
、
完
全
に
自
分
の
伐
に
人
殺
し
を
し
て
い
る
。
彼
自
身
の
播
い
た
紐
の
結
果
と
し
て
窮
地
に
入
っ
た
の

で
、
本
首
の
意
味
の
外
部
的
な
堅
迫
ば
一
つ
も
な
円
。
比
の
肢
に
主
人
公
が
次
第
に
罪
に
封
じ
て
憤
極
的
に
な
っ
て
い
る
。

姦
通
物
に
入
る
と
、
「
堀
川
波
鼓
」
の
お
屈
は
深
酒
と
い
う
悪
保
件
が
用
意
さ
れ
て
居
り
、
ー
「
大
経
師
昔
暦
一
の
お
さ
ん
は
暗
闇
の
錯
誤
で
あ
る
が
、
「
鑓
の

樺
三
重
雌
子
」
の
お
さ
ゐ
は
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
が
ら
、
他
人
の
誤
解r
け
で
す
す
ん
で
汚
名
を
き
て
了
う
。
叉
、
お
種
は
た
っ
た
一
度
の
関
係
の
箆 - 82 ー



に
自
殺
し
て
い
る
。
彼
女
が
自
殺
を
の
ば
し
て
い
た
の
は
夫
に
一
日
曾
い
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
お
さ
ん
の
場
合
は
駈
落
ち
し
て
居
る
が
、
そ
れ
は
不
慮
の

災
難
に
気
が
縛
倒
し
た
矯
で
、
進
ん
で
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
し
て
其
の
後
は
矢
張
以
春
の
こ
と
を
思
い
つ
づ
け
て
い
る
。
お
き
ゐ
は
駈
落
し
て
か
ら
は
、
夫

に
殺
さ
れ
る
迄
逃
げ
る
だ
け
逃
げ
て
い
る
。
叉
、
お
租
は
態
愛
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
一
時
的
伝
も
の
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
居
な
い
。
作
品
の
上
か
ら
は
、
そ

の
あ
や
ま
ち
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
お
さ
ん
は
駈γ治
し
て
い
る
う
ち
に
意
識
は
し
て
い
な
い
が
、
茂
兵
衛
に
封
し
て
も
愛
情
を
感
じ
始
め

(6
>

て
い
る
。
然
し
形
を
と
っ
て
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
に
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
封
し
て
お
さ
ゐ
は
誤
解
さ
れ
る
前
か
ら
樫
三
に
意
識
の
有
無
は
別
と
し
て
癒

し
て
い
る
。
た
に
堰
を
越
え
な
か
っ
た
に
げ
で
あ
る
ο

三
人
と
も
一
寸
し
た
は
ず
み
か
ら
姦
通
が
成
立
し
、
嫉
妬
の
か
ら
人
に
告
口
に
よ
っ
て
罪
が
決
定
し
、

夫
を
愛
し
つ
つ
死
ん
で
行
く
と
い
う
黙
で
は
一
致
し
て
い
る
が
、
姦
通
し
た
相
手
に
封
す
る
愛
情
は
後
の
作
品
に
行
く
程
積
極
的
に
な
っ
て
く
る
。

つ
ま
り
成
刑
物
、
姦
通
物
を
通
じ
て
云
え
る
こ
と
は
、
極
め
て
初
期
の
作
品
は
、
行
箆
は
悪
質
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
許
さ
れ
る
。
或
は
正
首
化
さ
れ
る
理
由

が
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
と
環
境
的
塵
迫
と
が
か
ら
ん
で
、
主
人
公
は
巴
寧
ろ
悲
惨
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
次
に
、
そ
う
し
た
堅
迫
は
あ
っ
て
も
、
や

や
主
人
公
の
罪
に
射
す
る
積
極
性
が
増
加
し
て
く
る
。
然
し
罪
は
軽
い
。
と
こ
ろ
が
後
期
に
行
く
に
従
っ
て
、
積
極
性
が
増
す
と
共
に
罪
の
程
度
も
重
く
な

る
。
そ
し
て
環
境
的
な
墜
迫
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
寧
ろ
動
機
と
し
て
の
役
目
を
持
っ
か
、
或
は
主
人
公
自
身
の
播
い
た
極
が
返
っ
て
く
る
形
で
蔑
さ
れ
て
来

て
、
主
人
公
の
能
動
性
が
表
面
に
強
く
活
動
し
て
来
る
の
で
あ
る
。

こ
の
貼
に
闘
し
て
は
の
ち
に
作
品
論
に
於
い
て
詳
論
す
る
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そ
の
事
は
環
境
的
な
塵
迫
の
内
容
に
も
襲
化
を
来
た
し
て
い
る
。
先
ず
敵
役
か
ら
考
察
す
る
と
「
曾
根
崎
心
中
」
の
九
平
衣
は
徳
兵
衛
の
立
場
を
知
り
な
が

ら
軍
に
遊
湯
の
無
駄
づ
か
い
の
箆
に
金
を
詐
取
し
た
上
に
、
彼
に
罪
を
な
す
り
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
極
端
な
敵
役
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
極
め
て
類
型
的
な

も
の
で
あ
る
。
「
心
中
二
枚
槍
草
紙
」
の
善
次
郎
は
、
後
に
後
悔
し
て
い
る
が
、
其
の
嬰
化
が
説
え
向
、
喝
さ
で
不
自
然
で
あ
る
。
本
質
的
に
は
い
わ
ゆ
る
敵
役
の

域
を
出
て
い
な
い
。
「
卯
月
の
紅
葉
」
の
今
と
侍
三
郎
も
、
自
分
達
の
利
盆
の
局
に
策
謀
す
る
お
家
騒
動
的
な
純
粋
の
敵
役
で
あ
る

c

と
こ
ろ
が
「
今
宮
心
中
」

の
白
兵
衛
は
敵
役
で
は
あ
る
が
自
分
の
利
盆
を
考
え
て
い
る
以
外
、
特
に
二
郎
兵
衛
を
お
と
し
い
れ
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
れ
が
「
生
玉
心
中
」
に
至
る



と
、
敵
役
と
云
う
よ
り
軍
な
る
遊
蕩
的
な
無
頼
漢
に
な
っ
て
い
る

0

・
更
に
「
心
中
脊
庚
・
甲
」
の
姑
は
、
通
常
以
上
に
し
つ
つ
こ
さ
を
持
っ
て
い
る
が
、
積
極
的

な
悪
事
は
し
て
い
な
い
。
庭
刑
物
の
場
合
一
五
十
年
忌
歌
念
悌
」
の
勘
十
郎
は
、
純
粋
の
敵
役
で
あ
る
が
一
冥
途
の
飛
脚
」
の
太
兵
衛
に
至
る
と
、
い
わ
ゆ
る

敵
役
の
中
に
入
れ
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
る
。
「
博
多
小
女
郎
波
枕
」
の
毛
剃
九
右
衛
門
も
、
全
く
自
己
防
衛
が
目
的
で
惣
七
の
同
意
も
得
て
居
る
し
、
貫
在

性
を
帯
び
て
い
る
。
姦
通
物
で
も
大
韓
そ
の
こ
と
は
云
え
る
が
、
つ
ま
り
初
期
の
作
品
の
悪
人
は
、
専
ら
主
人
公
を
お
と
し
い
れ
る
矯
の
形
式
的
な
存
在
で
あ

っ
た
も
の
が
、
後
期
に
行
く
に
従
っ
て
、
敵
役
と
し
て
の
役
目
以
外
、
濁
立
し
た
存
在
と
し
て
作
品
の
中
に
位
置
を
占
め
る
様
に
な
っ
て
来
る
。
要
す
る
に
、

敵
役
が
時
代
物
的
敵
役
か
ら
、
一
個
の
貫
在
性
を
持
っ
た
人
間
に
近
づ
い
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
元
も
、
近
松
の
作
品
に
於
い
て
は
、
そ
れ
は
比
較
的
に
そ

う
な
っ
て
来
て
い
る
と
い
う
に
過
ぎ
ず
、
己
然
中
心
は
主
人
公
に
あ
っ
て
、
敵
役
が
完
全
な
濁
立
性
を
持
つ
慮
、
つ
ま
り
主
人
公
と
封
等
の
人
間
性
を
持
つ
庭

ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。
叉
、
敵
役
以
外
の
暦
一
迫
に
つ
い
て
も
其
の
事
は
云
担
え
る
。
初
期
の
世
話
物
か
ら
後
期
に
至
る
ま
で
、
紹
え
ず
主
人
公
の
行
動
を
左
右

す
る
偶
設
的
事
件
が
必
ず
み
ら
れ
る
が
、
晩
年
の
作
、
殊
に
「
女
殺
油
地
獄
し
ゃ
「
心
中
有
庚
申
」
に
は
殆
ど
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
後
期
の
作
品
ほ

要
す
る
に
近
松
の
世
話
物
は
、
題
材
を
首
時
賓
際
に
起
っ
た
出
来
事
や
先
行
文
皐
に
求
め
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
近
松
の
創
作
で
あ
り
、
類
型
的
な
範
鴎

の
展
開
の
中
で
、
後
期
に
行
て
程
、
買
在
性
と
主
人
公
の
能
動
性
と
を
増
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
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ど
、
こ
の
偶
然
も
叉
貰
在
性
を
持
っ
て
く
る
。


